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自社のウェブサイトに関して、定期・不定期に限らずアクセス記録の収集・解析を行っている企業は61.0％とな
り、昨年の56.8％から微増している。また、「行わない」の比率は大幅に減少し、アクセス記録の収集・解析
の重要度が高まっていると言える。

©impress R&D, 2008

アクセス誘導対策

6割がアクセス記録の収集・解析を実施
資料7-1-7　アクセス記録の収集・解析状況［2007年 -2008年］

定期的に行っている 

不定期に行っている 

今後行う予定でいる 

行わない 

わからない 

0 2010 50 4030 90807060 100％

2007年 
N=1,000 

2008年 
N=1,000 30.8％ 

24.4％ 9.1％ 25.4％ 8.7％ 32.4％ 

11.6％ 15.2％ 12.2％ 30.2％ 

大企業ほど実施比率は高く、定期的に実施
資料7-1- 8　アクセス記録の収集・解析状況［従業員規模別］

定期的に行っている 

不定期に行っている 

今後行う予定でいる 

行わない 

わからない 

0 2010 504030 7060 9080 100％ 

5,000人以上 
N=165 

1,000～4,999人 
N=171 

300～999人 
N=193 

100～299人 
N=161 

50～99人 
N=92 

10～49人 
N=163 

1～9人 
N=55 

全体 
N=1,000 30.8％ 

20.0％ 

20.2％ 12.9％ 22.1％ 9.8％ 

6.5％ 20.7％ 18.5％ 34.8％ 19.6％ 

26.7％ 

29.5％ 

39.8％ 

47.3％ 6.1％ 7.9％ 15.2％ 23.6％ 

6.4％ 13.5％ 14.6％ 25.7％ 

13.5％ 12.4％ 14.0％ 30.6％ 

15.5％ 14.9％ 12.4％ 30.4％ 

35.0％ 

10.9％ 23.6％ 5.5％ 40.0％ 

11.6％ 15.2％ 12.2％ 30.2％ 

アクセス記録の収集・解析状況を従業員規模別にみると、実施比率は50 〜 99人の企業の54.4％を境に規
模が大きくなるにつれて増加し、5, 000人以上では70. 9％に達する。反対に1 〜 9人の企業でも60. 0％
と高くなっている。また、大企業ほど「定期的に行っている」比率が高い。
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アクセス誘導対策

ホスティング会社などの提供する解析ツールが15.9％
資料7-1-9　アクセス解析ソフトの種類（複数回答）　N＝610

0 5 10 15 20 25 30 35％

わからない 

その他 

AWstats 

RTmetrics（オーリック・システムズ） 

いちにのアクセス解析（イーナチュラル） 

シビラ（環） 

WebConductor（エーアイピーブリッジ） 

ClickTracks（IMJビジネスコンサルティング）

サイトセンサス（ネットレイティングス） 

WebTrends（サムライズ） 

Visionalist（デジタルフォレスト） 

SiteCatalyst（オムニチュア）

Urchin（ラネクシー（旧プロトン）） 

忍者アクセス解析（旧shinobi）（サムライファクトリー） 

SiteTracker（アスキーソリューションズ） 

オープンソースの解析ツール 

自作解析ツール 

Google Analytics（グーグル） 

ホスティング会社などの提供する解析ツール 15.9％

14.3％

10.0％

9.2％

6.9％

5.6％

5.1％

4.6％

4.1％

3.6％

2.1％

4.9％

1.8％

1.6％

1.5％

1.3％

1.0％

8.0％

32.3％

©impress R&D, 2008実施しているアクセス誘導対策をみると、SEOが33. 3％で最も高く、「紙メディア（雑誌広告やチラシ）に
URLを記載して誘導」が25.9％、「キーワード広告の出稿」が20.1％で続いている。昨年と比較すると順位
に大きな変動はないが、トップ3の比率が高まり、「特にない」が減少している。

©impress R&D, 2008定期・不定期に限らずアクセス記録の収集・解析を行っている企業に利用している解析ソフトの種類を尋ねて
いる。「ホスティング会社などの提供する解析ツール」が15. 9％で最も高く、無料で多くの機能が搭載された

「Google Analytics（グーグル）」が14.3％、「自作解析ツール」が10.0％で続いている。

実施しているアクセス誘導対策はSEOがトップ
資料7-1-10　実施しているアクセス誘導対策（複数回答）［2007年 -2008年］

0 5 10 15 20 25 30 40％35

2008年　 
N=1,000 
2007年　 
N=1,000 

わからない 

特にない 

その他 

ブログ（ＣＧＭ）プロモーション 

他社のメール媒体へのメール広告出稿 

TV広告への出稿 

携帯電話を使った誘導（空メールの受付やQRコードなど） 

屋外広告、交通広告 

他社サイトへのバナー広告の出稿 

会員登録してもらった人へのメールマガジンの配信 

キーワード広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど） 

紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導 

SEO（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整） 

11.3％
13.6％

25.4％
3.9％
3.9％

6.5％
8.1％

10.0％
8.4％

9.8％
8.6％

11.0％
10.0％
10.8％

10.2％
14.4％

16.3％
19.6％

18.3％
20.0％
20.1％

25.3％
25.9％

32.2％
33.3％

32.3％
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いずれの規模の企業でもSEO対策がトップ
資料7-1-11　実施しているアクセス誘導対策（複数回答）［従業員規模別］

効果が高いアクセス誘導対策はSEOが2割弱
資料7-1-12　最も効果が高いと思うアクセス誘導対策（単一回答）［2007年 -2008年］

アクセス誘導対策

0 5 10 15 20 25 30％

SEO（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整）

キーワード広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど）

紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導

会員登録してもらった人へのメールマガジンの配信

他社サイトへのバナー広告の出稿

他社のメール媒体へのメール広告出稿

TV広告への出稿

ブログ（ＣＧＭ）プロモーション

屋外広告、交通広告

携帯電話を使った誘導（空メールの受付やQRコードなど）

その他

特にない

わからない

2008年　
N=1,000
2007年　
N=1,000

19.3％
20.6％

8.1％
8.8％

7.4％
6.8％

5.1％
6.9％

3.7％
3.8％

2.1％
1.8％
2.1％
2.9％

1.8％
0.8％
1.2％
0.8％
1.1％
0.8％
1.2％
0.9％

28.2％
28.3％18.7％

16.8％

©impress R&D, 2008

全体
N=1,000

1～ 9人　
N=55

10～ 49人
　N=163

50～ 99人
　N=92

100～ 299人
N=161

300～ 999人
　N=193

1,000～ 4,999人
　N=171

5,000人以上
N=165

SEO（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整） 33.3% 30.9% 33.1% 30.4% 32.9% 31.1% 33.3% 38.8%

紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導 25.9% 14.5% 23.3% 27.2% 23.0% 25.9% 30.4% 29.7%

キーワード広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど） 20.1% 21.8% 12.9% 20.7% 14.3% 20.7% 22.8% 28.5%

会員登録してもらった人へのメールマガジンの配信 18.3% 10.9% 14.7% 13.0% 12.4% 20.2% 21.1% 27.9%

他社サイトへのバナー広告の出稿 16.3% 16.4% 10.4% 10.9% 8.7% 16.1% 21.6% 27.3%

屋外広告、交通広告 10.2% 3.6% 3.1% 8.7% 5.6% 7.8% 17.0% 20.6%

携帯電話を使った誘導（空メールの受付やQRコードなど） 10.0% 10.9% 8.0% 4.3% 8.7% 6.7% 14.0% 15.8%

TV広告への出稿 8.6% 1.8% 0.6% 5.4% 6.8% 6.2% 13.5% 20.0%

他社のメール媒体へのメール広告出稿 8.4% 1.8% 4.3% 4.3% 4.3% 6.7% 11.1% 20.0%

ブログ（ＣＧＭ）プロモーション 8.1% 14.5% 6.7% 3.3% 7.5% 7.3% 8.2% 11.5%

その他 3.9% 5.5% 2.5% 4.3% 1.2% 4.1% 5.3% 5.5%

特にない 25.4% 27.3% 34.4% 28.3% 24.2% 31.6% 19.9% 13.9%

わからない 13.6% 7.3% 9.2% 8.7% 14.3% 10.9% 16.4% 22.4%

©impress R&D, 2008

実施しているアクセス誘導対策を従業員規模別にみると、いずれの企業においてもSEOの比率が最も高く、
3割を超えている。また、規模が大きな企業ほどより多くの対策において実施率が高くなる傾向にあるが、「ブ
ログ（CGM）プロモーション」の比率は1 〜 9人の企業において最も高い。

実施しているアクセス誘導対策のうち最も効果が高いと思う対策を尋ねた。「SEO（検索エンジンで上位に表
示されるためのコンテンツ調整）」が19. 3％で最も高いが、「紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して
誘導」に比べ、「キーワード広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど）」により効果を感じている。
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いずれの規模でも最も効果を感じる対策はSEO
資料7-1-13　最も効果が高いと思うアクセス誘導対策（単一回答）［従業員規模別］

効果の判断指標はPVが38.1％でトップ
資料7-1-14　ウェブサイトの効果の判断指標（複数回答）［2007年 -2008年］

0 5 10 15 20 25 30 35 40％ 

2008年　 
N=1,000 
2007年　 
N=1,000 

わからない 

特にない 

その他 

ソーシャルブックマーク数 

ブログでの言及 

コンバージョン 

トラックバック数 

PV/UU 

滞在時間 

ＵＵ（ユニークユーザー数） 

ユーザー登録数、会員登録数 

資料請求数 

商品・サービスの販売額や成約数 

ＰＶ（ページビュー数） 38.1％ 

24.4％ 
24.1％ 

21.2％ 
19.6％ 

14.9％ 
14.6％ 

14.3％ 
15.5％ 

12.8％ 
9.8％ 

11.6％ 
10.2％ 

5.0％ 
4.2％ 
4.3％ 
4.7％ 

4.2％ 
3.6％ 

2.0％ 
1.8％ 

1.2％ 
0.5％ 

8.1％ 
10.4％ 

22.4％ 
28.1％ 

40.0％ 

©impress R&D, 2008開設しているウェブサイトの効果の判断指標は、「PV（ページビュー数）」が38.1％で最も高く、「商品・サー
ビスの販売額や成約数」が24. 4％、「資料請求数」が21. 2％で続いている。基本となるPVに続き、訪問後
の直接的な販売状況や、売り上げにつながる資料請求などが重要視されている。

アクセス誘導対策

全体
N=1,000

1～ 9人　
N=55

10～ 49人
　N=163

50～ 99人
　N=92

100～ 299人
N=161

300～ 999人
　N=193

1,000～ 4,999人
　N=171

5,000人以上
N=165

SEO（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整） 19.3% 21.8% 22.1% 20.7% 24.2% 21.8% 11.1% 15.8%

キーワード広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど） 8.1% 12.7% 5.5% 8.7% 6.2% 8.8% 6.4% 11.5%

紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導 7.4% 7.3% 6.7% 12.0% 8.1% 5.7% 7.6% 6.7%

会員登録してもらった人へのメールマガジンの配信 5.1% 3.6% 5.5% 7.6% 3.7% 4.7% 5.8% 4.8%

他社サイトへのバナー広告の出稿 3.7% 0.0% 3.7% 2.2% 3.7% 3.1% 4.7% 5.5%

他社のメール媒体へのメール広告出稿 2.1% 0.0% 0.6% 3.3% 1.2% 2.1% 2.9% 3.6%

TV広告への出稿 2.1% 1.8% 1.2% 1.1% 1.9% 1.0% 3.5% 3.6%

ブログ（CGM）プロモーション 1.8% 3.6% 2.5% 0.0% 1.9% 1.6% 1.8% 1.8%

屋外広告、交通広告 1.2% 0.0% 0.0% 2.2% 1.2% 1.6% 2.3% 0.6%

携帯電話を使った誘導（空メールの受付やQRコードなど） 1.1% 1.8% 0.6% 2.2% 0.6% 2.1% 0.6% 0.6%

その他 1.2% 1.8% 0.6% 2.2% 0.0% 0.0% 2.3% 2.4%

特にない 28.2% 34.5% 35.0% 27.2% 26.7% 33.2% 28.1% 15.8%

わからない 18.7% 10.9% 16.0% 10.9% 20.5% 14.5% 22.8% 27.3%

©impress R&D, 2008

最も効果が高いと思うアクセス誘導対策を従業員規模別にみると、いずれの従業員規模においても「SEO（検
索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整）」が最も高く、1,000人未満までの規模では2割前後
で推移している。また規模による大きな差異はみられない。
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半数がGoogleアドワーズ広告を利用
資料7-1-15　主に利用している検索連動型広告サービス［従業員規模別］

検索連動型広告の導入予定は15.0％
資料7-1-16　検索連動型広告の導入予定［従業員規模別］

アクセス誘導対策

スポンサードサーチ（オーバーチュア） 

Googleアドワーズ広告（グーグル） 

REMORA Listing（クロスリスティング） 

Ｊアドリスティング（ジェイ・リスティング） 

マッチスマート（バリューコマース） 

その他 

わからない 

0 10 3020 50 40 80 907060 100％ 

5,000人以上 
N=47 

1,000～4,999人 
N=39 

300～999人 
N=40 

100～299人 
N=23 

50～99人 
N=19 

10～49人 
N=21 

1～9人 
N=12 

全体 
N=201 24.4％ 

50.0％ 

42.9％ 

15.8％ 

17.4％ 

17.5％ 

28.2％ 

19.1％ 55.3％ 

7.7％ 

6.4％ 6.4％ 8.5％ 

15.4％ 46.2％ 

7.5％ 7.5％ 15.0％ 50.0％ 

52.2％ 

5.3 
％ 

4.3 
％ 

4.3 
％ 

4.3 
％ 

57.9％ 

52.4％ 

25.0％ 

21.1％ 

21.7％ 

8.3％ 16.7％ 

13.4％ 

3.5％ 

0.5％ 0.0％ 
0.0％ 

0.0％
0.0％

2.6％ 

0.0％ 

0.0％ 

0.0％ 

2.5％ 

0.0％ 4.8％ 
0.0％ 

0.0％ 
0.0％ 

0.0％ 
0.0％ 

0.0％ 

0.0％ 

0.0％ 

3.0％ 

5.5％ 
49.8％ 

3か月以内に導入する予定がある

半年以内に導入する予定がある

1年以内に導入する予定がある

現在利用導入はない

わからない 

0 40302010 50 807060 90 100％ 

5,000人以上 
N=118 

1,000～4,999人 
N=132 

300～999人 
N=153 

100～299人 
N=138 

50～99人 
N=73 

10～49人 
N=142 

1～9人 
N=43 

全体 
N=799 

1.6％ 

0.7％ 

1.4％ 

0.7％ 

3.0％ 3.0％ 

1.7％ 

4.2％ 

2.9％ 

0.0％ 

7.5％ 

14.0％ 

4.1 
％ 

4.6 
％ 

7.0％ 

9.2％ 

8.2％ 9.6％ 

8.0％ 

7.8％ 

5.9％ 

6.1％ 

11.0％ 

59.2％ 25.8％ 

65.1％ 14.0％ 

67.6％ 18.3％ 

60.3％ 17.8％ 

63.8％ 23.9％ 

65.4％ 21.6％ 

54.5％ 33.3％ 

38.1％ 43.2％ 

5.9％ 

検索連動型広告を利用している企業に対し、主に利用している検索連動型広告のサービス名を尋ねた。全体
では「Googleアドワーズ広告」が 49. 8％でトップとなり、次いで「スポンサードサーチ」が24. 4％である。
従業員規模別でみた場合も、10人以上の企業ではGoogleアドワーズ広告の比率が最も高い。

検索連動型広告の非利用企業に対する今後の導入予定をみると、「現在利用予定はない」が59. 2％、「わか
らない」が25. 8％と大部分を占めており、開始時期によらず利用を予定している比率は15. 0％にとどまっ
ている。従業員規模別にみると、1 〜 9人、50 〜 99人で利用予定が2割を超えている。
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アクセス誘導対策

58.8％が検索連動型広告に効果を感じている
資料7-1-17　検索連動型広告の効果［2007年 -2008年］

コンテンツ連動型広告の認知度は81.0％、利用率は6.6％
資料7-1-18　コンテンツ連動型広告の認知［2007年 -2008年］

©impress R&D, 2008

©impress R&D, 2008
0 20 30 4010 50 60 70 80 90 100％ 

2007年 
N=216 

2008年 
N=201 

非常に効果がある 

わりと効果がある 

どちらとも言えない 

あまり効果がない 

まったく効果がない 

9.7％ 28.7％ 56.0％ 

10.0％ 31.8％ 7.5％ 

2.0％ 

4.6％ 

0.9％ 

48.8％ 

すでに利用している

まだ使っていないが
利用を検討している

どういうものか知って
いるが利用していない

聞いたことはあるが、
どういうものか知らない

知らないし、利用して
いない

0 2010 4030 9080706050 100％

2007年 
N=1,000 

2008年 
N=1,000 

6.6％ 37.7％ 23.3％ 19.0％13.4％

6.5％ 40.0％ 20.1％ 21.6％11.8％

検索連動型の効果に対する認識では、「わりと効果がある」が 48. 8％で最も高く「非常に効果がある」の
10％を合わせると効果を感じている比率は58. 8％である。昨年はGoogleアドワーズ広告とスポンサード
サーチ利用者のみを対象としたため単純に比較はできないが、効果を感じている比率はやや減少した。

サイト上の文脈やキーワードを解析して、内容に関連性の高い広告を表示するコンテンツ連動型広告の認知度
は、「知らないし、利用していない」を除いた認知度は81.0％となり、内容まで理解している比率は57.7％、

「すでに利用している」比率は6.6％である。昨年より若干ではあるが認知度、利用率ともに増加している。
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アクセス誘導対策

大企業ほど高いコンテンツ連動型広告の利用率と利用意向
資料7-1-19　コンテンツ連動型広告の認知［従業員規模別］

Google AdSenceを掲載している企業は9.2％
資料7-1-20　自社ウェブサイトへのGoogle AdSence掲載有無［2007年 -2008年］

©impress R&D, 2008

すでに利用している

まだ使っていないが
利用を検討している

どういうものか知って
いるが利用していない

聞いたことはあるが
どういうものか知らない

知らないし、利用して
いない

0 20 3010 40 50 90807060 100％

5,000人以上 
N=165 

1,000～4,999人 
N=171 

300～999人 
N=193 

100～299人 
N=161 

50～99人 
N=92 

10～49人 
N=163 

1～9人 
N=55 

全体 
N=1,000 6.6％

3.6％

3.1％

2.2％

4.3％

5.2％

37.7％ 23.3％ 19.0％13.4％

32.7％ 38.2％ 18.2％7.3％

40.5％ 24.5％ 23.3％8.6％

39.1％ 32.6％ 14.1％12.0％

42.2％ 20.5％ 23.6％9.3％

37.3％ 24.4％ 17.1％16.1％

43.3％8.2％

15.8％

18.1％ 18.1％12.3％

26.1％ 18.8％ 16.4％23.0％
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N=1,000 
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N=1,000 9.2％ 19.5％ 71.3％ 

8.0％ 17.9％ 74.1％ 

コンテンツ連動型広告の認知度を従業員規模別にみると、認知度は8割前後で大きな差はないものの、内容
まで理解している比率は1 〜 9人の43. 6％に対し、5, 000人以上では64. 8％まで増加。また、利用率や
利用意向も規模が大きくなるにつれて増加しており、5,000人以上の企業では利用率が15.8％にのぼる。

コンテンツ連動型広告サービスの一つであるGoogle AdSenceの自社ウェブサイトへの掲載有無をみると、
「掲載している」比率は9. 2％と少なく、「掲載していない」が71. 3％を占めている。昨年に比べて掲載比率
は微増しているが、大きな差異はみられない。
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